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　女性医師部会では、毎年３つの主な事業を行って

います。市民講演会「スキンケア」（2013年６月29

日開催）、「医学部学生と女性医師の語る夕べ」（2013

年11月20日開催）は市民の皆さまや医学生を対象と

して医師会の公益性や特殊性を鑑みて女性医師部会

部会員の創意と工夫で実施される事業であるのに対

し、年度末に開催される研修会は会員相互の研鑽と

交流が主目的となっています。

　2014年２月26日、「男と女の高血圧」と言うタイ

トルで、旭川医科大学　内科学講座　循環・呼吸・

神経病態内科学分野教授　長谷部直幸先生にご講演

頂きました。当日は旭川女性薬剤師会の会員12名を

含め、計31名の先生達にご出席いただきました。一

時間半に及ぶ丁寧な説明付きのお話の概略と長谷部

直幸先生に掲載の御了解をいただいた当日の資料を

もって報告とさせていただきます。

　私たちが日頃症例を検討する時、年齢、性別は症

状や所見と同様に常に考慮されています。しかしな

がら、性差をインパクトとして捉えている感覚に乏

しいのは、性差という観点で病態を解釈する機会が

少ないからのようです。今回の長谷部直幸先生のご

講演では、性差医学の観点から高血圧の疫学、病態、

イベントリスクなどについて膨大なデータに基づい

て説明頂きました。

　本邦の高血圧患者数は、男性2300万人、女性2000

万人（30歳以上の男性の60％、女性の45％）で、性

差がある。この有病率の性差は年代ごとに異なって

おり、男女ともに50歳を超えると高血圧が増えるが、

どの年代も女性の方が少ない割合であるという。こ

の点、アメリカでは閉経期を境に男性より女性の有

病率が高くなっており、国による違いがある。わが

国では閉経期を境に急増する疾患の代表が脂質異常

症と高血圧であり、閉経後高血圧の発症メカニズム、

加齢と血管反応性の性差、高血圧に及ぼす肥満の影

響、筋交感神経活動の年齢別性差、閉経女性の食塩

感受性の亢進などについて教えていただいた。心疾

患や脳血管疾患の性別死亡数は女性の方が多く、血

圧上昇がイベントリスクを押し上げている。それら

を踏まえて、血圧の正しい測り方や JSH2014ガイド

ラインの主な変更点、留意点について説明され、診

察室での血圧測定の意義を再確認した。詳しくは長

谷部先生の膨大な当日の資料をご覧いただきたい。
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　旭川脂質談話会は昭和54年に発足し、35年間続

いており旭川でも最も長い研究会かもしれません。

きっかけは当時旭川医大助教授の高杉佑一先生と信

岡　学検査部長が中心となり、ＨＤＬ－コレステ

ロール（ＨＤＬ－Ｃ）の研究から始まりました。Ｈ

ＤＬ－Ｃの測定は検査の先生が検討し、臨床的意義

は医師が探求していくといったお互いの立場から討

論・議論をしていくという会でした。旭川医大、市

立旭川病院、旭川厚生病院 ､旭川赤十字病院の医師、

検査技師そして栄養士も加わり、年に２回テーマを

決めて検討する活発な会となっていきました。途中

から武藤が代表幹事となりましたが、臨床検査も測

定法の進歩・オート化され、検査のほうからは新し

い検査法の紹介・検討が中心となっていきます。同

時に外部より脂質学でご高名な先生を招き、特別講

演を拝聴する機会が多くなっていきます。現在でも

参加出席者は市内の検査技師の方が多く医師との交

流を深める場ともなっています。

　どんなことにも言えますが、行き詰まるとまず原

点にもどり何のためにこの会をおこしたかという

点、次にどんな形でも継続していくということが大

切と考えます。

　今年の第65回は動脈硬化学会の前理事長である北

徹先生と現理事長である寺本民夫の両先生に現在の

脂質・動脈硬化学の流れを７月４日（金）に拝聴す

ることになっております。

　何とか100回までは皆元気で続けたい会と思って

おります。

旭川脂質談話会の歩み

旭川脂質談話会

代表幹事　武　藤　英　二
（市立旭川病院）
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　私は翌日より早速、静かで適当な室温で、背もた

れつきの椅子に脚を組まずに座って、１－２分後の

安静の後に家庭血圧を適切に測り、脳、心、腎を守

る体制に入りました。１㎜ Hg の血圧低下を「大差

のないこと」と侮ることなく、健康余命を延ばすこ

とが肝要と受け止めましたが、これがマクロ的に正

しいかどうかは次の世代の判断に委ねたいと思いま

す。

　ご多忙中にも関わらずご出席いただきました医師

会ならびに女性薬剤師会々員の諸先生には心よりお

礼を申し上げます。一昨年も書きましたが、女性医

師部会の取り組みは女性会員だけの為のものではな

く、女性医師ならではの視点で実施する事業により、

全ての医師会々員の皆さまに寄与する事を目的とし

ています。来年は是非多くの医師会の諸先生のご参

加を賜りますよう、この場を借りてお願い致します。

　末筆ながら、この研修会の為に日程を調整してく

ださり、楽しい川柳付きのご講演を賜り、交流会が

終わるまで笑顔で様々な質問に懇切丁寧にお答えい

ただきました長谷部直幸先生に深く感謝し、長谷部

先生のご健勝と教室の益々のご発展を祈念いたしま

す。本当にありがとうございました。


